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▲石川心葉さんによる答辞

　

飯
森　
　

槇
（
山　

寺
）

　

石
川　

心
葉
（
埼
玉
県
）

　

稲
垣
ハ
ス
ナ
（
松
本
市
）

　

植
原　

啓
太
（
筑
北
村
）

　

加
久
保
遼
平
（
中　

町
）

　

カ
ン
ポ
ス
カ
ス
タ

　
　

ニ
ェ
ー
ダ
紗
智
（
本
町
）

　

久
保
田
秀
昭
（
神
奈
川
県
）

　

小
島　

光
希
（
天　

王
）

　

佐
藤　

隆
星
（
天　

王
）

　

薄
田　
　

陸
（
本　

町
）

　

鈴
木　

梨
菜
（
天　

王
）

　

髙
野
萌
々
椛
（　

高　

）

　

塚
原　

理
華
（
松
本
市
）

　

塚
原　

玲
樹
（
野
田
沢
）

　

寺
沢　

謙
吾
（
中　

町
）

　

三
浦
功
太
郎
（　

高　

）

　

三
浦　

千
夏
（　

高　

）

　

峯
村　

彩
花
（
下
井
堀
）

　

宮
沢　

悠
平
（
筑
北
村
）

　

柳
澤　

颯
人
（
神
奈
川
県
）

　

山
﨑　

琴
彩
（
池
田
町
）

　

山
田　
　

諒
（
筑
北
村
）

　

（
敬
称
略
・
五
十
音
順
・
写

真
と
名
簿
の
順
番
は
異
な
り

ま
す
）

▲二十歳の集いに出席された皆さん

令和八年度 二十歳の集い

二
十
歳
を

迎
え
た
皆
さ
ん

　

令
和
八
年
度
に
二
十
歳
を
迎

え
る
皆
さ
ん
を
お
祝
い
す
る

「
二
十
歳
の
集
い
」
を
八
月
十

五
日
に
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
で

開
催
し
ま
し
た
。

　

対
象
は
、
平
成
十
八
年
四
月

二
日
か
ら
平
成
十
九
年
四
月
一

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
二
十
二
人

で
、
十
七
人
が
出
席
さ
れ
ま
し

た
。

　

式
典
は
、
塚
原
村
長
か
ら
式

辞
、
来
賓
を
代
表
し
て
清
水
村

議
会
議
長
か
ら
祝
辞
が
あ
り
、

続
い
て
平
野
麻
績
駐
在
所
長
と

村
保
健
師
か
ら
二
十
歳
の
皆
さ

ん
へ
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

対
し
て
二
十
歳
代
表
と
し
て

石
川
心
葉
さ
ん
に
よ
る
答
辞
が

あ
り
、
自
分
の
行
動
や
考
え
に

責
任
が
持
て
る
よ
う
努
力
し
て

い
き
た
い
と
抱
負
を
の
べ
ま
し

た
。
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▲そろって「ピース！」

▲恩師と一緒に記念撮影

▲タイムカプセルはどこに…

　

祝
賀
会
は
、
恩
師
の
方
々
が

三
人
参
加
さ
れ
、
当
時
の
思
い

出
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
麻
績
小

学
校
で
三
、
四
年
生
の
担
任
を

さ
れ
た
柄
澤
美
保
先
生
か
ら
は
、

大
切
に
世
話
を
し
て
い
た
ウ
サ

ギ
と
「
麻
績
か
る
た
」
を
作
っ

た
お
話
、
続
い
て
同
学
校
で
五
、

六
年
生
の
担
任
を
さ
れ
た
鳥
海

康
先
生
か
ら
は
、
昔
埋
め
た
タ

イ
ム
カ
プ
セ
ル
を
祝
賀
会
が
終

了
し
た
後
に
掘
り
出
そ
う
と
い

う
話
が
あ
り
ま
し
た
。
筑
北
中

学
校
で
担
任
を
さ
れ
た
丸
山
優

子
先
生
か
ら
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
明
け
の
時
期
の
修
学

旅
行
は
特
別
コ
ー
ス
で
、
山
梨

県
や
南
木
曽
町
役
場
へ
行
っ
た

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
二
十
歳

の
皆
さ
ん
は
懐
か
し
さ
に
歓
声

を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

　

祝
賀
会
終
了
後
、
タ
イ
ム
カ

プ
セ
ル
を
探
す
た
め
、
皆
で
記

憶
し
て
い
る
場
所
を
ス
コ
ッ
プ

聖 風山

で
掘
り
進
め
た
の
で
す
が
、
残

念
な
が
ら
、
見
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

な
が
ら
、
楽
し
い
思
い
出
に
な

っ
た
よ
う
で
す
。

　

二
十
歳
の
皆
さ
ん
の
思
い
を

知
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト
を
と

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
結

果
（
抜
粋
）
は
、
左
記
の
と
お

り
で
す
。
現
在
は
、
学
生
や
社

会
人
と
な
ら
れ
ま
し
た
が
、
将

来
は
麻
績
村
で
ご
活
躍
さ
れ
る

こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

が
、
人
の
話
を
真
摯
に
聞
く
才

能
が
あ
る
少
女
だ
。

　

人
は
モ
モ
と
話
す
う
ち
に
心

が
晴
れ
、
自
然
に
問
題
が
解
決

し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
人
々

は
時
間
に
追
わ
れ
、
心
の
ゆ
と

り
を
無
く
し
、
感
性
も
鈍
く
な

っ
て
い
く
。
誰
も
モ
モ
と
話
さ

な
く
な
る
。

「
時
短
」
と
か
「
倍
速
」
と
か

「
タ
イ
ム
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
」

と
い
う
言
葉
が
頭
を
よ
ぎ
る
。

　

物
語
は
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
な
の

で
「
時
間
ど
ろ
ぼ
う
」
と
い
う

悪
役
を
打
ち
破
る
こ
と
で
、
人

は
心
を
取
り
戻
す
。
で
は
、
現

実
世
界
で
は
？

「
夜
長
」
と
い
わ
れ
る
季
節
に

な
っ
た
。
も
う
一
度
「
モ
モ
」

を
読
み
返
し
て
み
よ
う
か
、
ペ

ー
ジ
を
繰
り
、
時
々
戻
っ
た
り

し
な
が
ら
文
字
を
追
う
。
行
間

か
ら
新
し
い
発
見
が
あ
る
か
も

し
れ
な
い
。

　

Ｍ
・
エ
ン
デ

の
名
作「
モ
モ
」

が
、
邦
訳
五
十

周
年
を
迎
え
た

と
い
う
。

　

主
人
公
モ
モ

は
力
も
財
産
も

何
も
持
た
な
い

二十歳の集いアンケート結果（抜粋） 

 

   ＊ 回  答  者   17 人 

 

   ＊ 現在の住所   村内 6 人 村外で県内 4 人 県外 7 人 

    

＊ 職      種   学生 11 人  会社員・公務員 5 人  その他 1 人 

    

＊ 今回の二十歳の集いはどうでしたか？       

良かった 7 人 普通 2 人 つまらない 0 人 未回答 8 人 

    

＊ 麻績村が好き  好き 13 人  嫌い 0 人  わからない 3 人 未回答 1 人 

    （好きな理由）  自然が豊か/癒される/空気がおいしい/故郷だから/涼しい/ 

景色・気候・人すべてが最強 

（わからない理由）住んでいないから/特に理由はない 

    

＊ 将来、麻績村に住みたいですか？ 

             住みたい 3 人 住みたくない 2 人 わからない 11 人 未回答 1 人 

（住みたい理由）  自然が良い/麻績村を出て良さがわかった 

（わからない理由） 将来のことなので/今の場所で満足/まだ決めていない/ 

車が無いと不便/いろいろ遠い 

    

＊ 麻績村に必要なものは？(複数回答)   

職場 2 人/娯楽施設 4 人（遊園地、温泉、ゲームセンター）/ 

誇れる特産物 3 人/便利な交通機関 5 人/病院 1 人/美容室 1 人/ 

物件 1 人/村民が自由に使えるグラウンド 1 人/子育て支援と広報                 

    

＊ もし、自分が村長だったら何をしたいですか？ 

                      村を良くしたい/美容系のお店のあっせん/ディズニーつくります/ 

             りんごを全国にひろめる/村長にならない/コンパクトな再開発/ 

            若者が住める家を建てる/筑北村との交流/もっとのどかにする 

 

＊ あなたが考える「大人」とは、どういう人でしょうか？ 

           自分で決めることができる人/責任がもてる人/自ら成長できる人/ 

善悪の判断ができる人/自由にできる人/人を大切にできる人/ 

自己管理ができる人/とらわれない人/自己調節ができる人/ 

問いを自ら立てられる人/自立できる人 

 

＊ その他何でも  楽しかった/おみ大好きです/これてよかったです 
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聖
高
原
納
涼
煙
火
大
会

　

第
六
十
二
回
聖
高
原
納
涼
煙

火
大
会
が
、
八
月
十
四
日
に
聖

湖
畔
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

村
政
七
十
周
年
を
記
念
し
て

平
成
七
年
度
以
来
と
な
る
十
号

玉
七
発
の
打
ち
上
げ
が
あ
り
、

天
候
も
味
方
し
て
く
れ
、
花
火

が
打
ち
あ
が
る
た
び
に
多
く
の

皆
さ
ん
か
ら
歓
声
が
あ
が
っ
て

い
ま
し
た
。

（
写
真
は
一
面
を
参
照
）

　
麻
績
神
明
宮
祇
園
祭

　

令
和
八
年
度
麻
績
神
明
宮
祇

園
祭
が
七
月
二
十
六
日
に
執
り

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

開
始
時
に
は
雨
が
降
っ
て
い

ま
し
た
が
、
い
つ
し
か
止
み
、

ダ
ン
ス
な
ど
の
団
体
が
会
場
を

盛
り
上
げ
て
い
ま
し
た
。

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

練
習
日
は
不
定
期
で
平
日
の

午
後
二
時
か
ら
ク
ラ
ブ
員
の
都

合
に
合
わ
せ
て
計
画
し
て
い
ま

す
。
出
演
依
頼
が
入
る
と
練
習

の
回
数
も
増
え
、
張
り
切
っ
て

練
習
し
て
い
ま
す
。

　

認
知
症
の
予
防
に
も
な
り
ま

す
の
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
声

が
け
し
て
く
だ
さ
い
。

　
日
向
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　

第
四
十
一
回
日
向
ふ
る
さ
と

ま
つ
が
り
が
八
月
十
一
日
、
テ

レ
ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
、
バ
ン
ド
「
Ｗ
ｉ
ｔ
ｈ
」
の

コ
ン
サ
ー
ト
や
素
人
の
ど
自
慢

大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

の
ど
自
慢
大
会
で
は
、
高
得

点
が
出
る
た
び
盛
り
上
が
っ
て

い
ま
し
た
。

　
サ
マ
ー
ナ
イ
ト

　
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

第
三
十
七
回
サ
マ
ー
ナ
イ
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
八
月
二
日

に
麻
績
村
役
場
前
駐
車
場
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
小
中
学
生
が
活
躍

し
、
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
麻
績
小

の
金
管
バ
ン
ド
、
麻
績
小
二
年

生
、
麻
績
小
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
に

加
え
て
麻
績
小
六
年
生
は
テ
ン

ト
で
ク
ラ
フ
ト
を
出
店
し
て
い

ま
し
た
。
筑
北
中
は
吹
奏
楽
部
、

筑
中
ソ
ー
ラ
ン
と
菊
池
千
夏
さ

ん
の
ダ
ン
ス
、
さ
ら
に
公
民
館

ク
ラ
ブ
の
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
Ａ

（
ス
テ
ラ
）」
の
ダ
ン
ス
と
、
小

中
学
生
が
大
活
躍
す
る
お
祭
り

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
本
殿
と
拝
殿
で
の
神
事
、

そ
し
て
神
楽
殿
に
お
い
て
、
浦

安
の
舞
が
舞
姫
二
人
に
よ
り
奉

納
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　
ク
ラ
ブ
・
サ
ー
ク
ル
紹
介

　

麻
績
神
明
宮
祇
園
祭
に
も
参

加
し
た
マ
ジ
ッ
ク
・
南
京
玉
す

だ
れ
サ
ー
ク
ル
の
活
動
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

　
マ
ジ
ッ
ク
・

　
南
京
玉
す
だ
れ
サ
ー
ク
ル

　

現
在
七
名
の
ク
ラ
ブ
員
が
い

て
、
主
に
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
、

発
表
前
に
は
交
流
セ
ン
タ
ー
で

マ
ジ
ッ
ク
と
南
京
た
ま
す
だ
れ

を
交
互
に
練
習
し
て
い
ま
す
。

　

マ
ジ
ッ
ク
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が

自
分
の
得
意
技
を
極
め
た
り
、

新
し
い
技
に
挑
戦
し
た
り
し
て

い
ま
す
。
玉
す
だ
れ
は
、
全
員

で
お
は
や
し
に
合
わ
せ
て
練
習

し
、
新
し
い
技
も
工
夫
し
て
い

ま
す
。

　

お
さ
ん
ぽ
カ
フ
ェ
、
み
づ
き

か
ら
出
演
依
頼
が
あ
る
と
、
出

向
い
て
練
習
の
成
果
を
見
て
喜

ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま

た
毎
年
、
麻
績
神
明
宮
の
祇
園

祭
の
舞
台
で
も
披
露
さ
せ
て
い

▲麻績小学校二年生のステージ▲麻績小学校六年生の出展 ▲「S T E L L A」のダンス

▲浦安の舞（神楽殿）

▲花がでました！

▲「W i t h」の演奏
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さ
は
多
様
で
あ
る
。

　

主
な
形
に
、
鳥
・
竜
・
蛇
・

ト
カ
ゲ
・
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
・

芋
虫
・
魚
・
サ
ン
マ
・
直
角
・

胎
児
な
ど
が
あ
る
と
い
う
。

　

草
刈
り
鎌
・
刈
払
鎌
（
カ
ッ

パ
ラ
イ
鎌
）
を
祀
っ
て
い
る
神

社
も
あ
る
。

　

日
向
神
社
の
薙
鎌
は
、
諏
訪

大
社
で
授
与
し
て
い
る
鳥
型
で

あ
る
。
天
文
期
以
前
と
伝
わ
る

残
欠
薙
鎌
の
原
形
は
、
タ
ツ
ノ

オ
ト
シ
ゴ
形
と
推
察
さ
れ
る
と

い
う
。

　

筑
北
村
坂
井
・
安
坂
神
社
の

薙
鎌
は
鍛
冶
師
の
銘
が
あ
り
、

タ
ツ
ノ
オ
ト
シ
ゴ
形
だ
と
い
う
。

　
薙
鎌
の
祀
り
方
に
つ
い
て

　

薙
鎌
は
、
諏
訪
大
明
神
の
表

象
で
、
諏
訪
大
社
及
び
分
社
の

み
で
祀
る
神
器
で
あ
る
。

　

分
社
で
は
、
通
常
神
職
は
じ

め
氏
子
の
代
表
（
神
社
総
代
）

が
祭
祀
料
を
持
っ
て
大
社
に
参

上
し
、
授
与
を
受
け
る
の
が
通

常
で
す
が
、
大
社
宮
司
が
持
参

し
、
神
殿
で
奉
献
す
る
神
社
も

稀
に
あ
る
と
い
う
。

　

諏
訪
大
社
上
社
で
は
、
御
柱

祭
の
前
年
、
御
用
木
に
薙
鎌
を

打
ち
込
む
「
お
ね
鎌
打
ち
」
の

神
事
が
行
わ
れ
る
が
、
盗
難
の

恐
れ
が
あ
る
の
で
伐
採
前
に
抜

く
と
い
う
。

　

下
社
で
は
、
秋
宮
か
ら
春
宮

へ
遷
座
祭
の
行
列
の
威
容
を
整

え
る
た
め
、
ニ
挺
の
薙
鎌
を
祀

る
と
い
う
。

　

授
与
を
受
け
た
神
社
（
分

社
）
で
の
祀
り
方
は
、
種
々

様
々
で
次
の
よ
う
な
神
事
が
あ

る
。

一
、
御
柱
祭
を
行
っ
て
い
る
神

社
で
は
、
御
用
木
に
前
年
に

打
つ
・
建
御
柱
後
に
御
柱
に

打
つ

二
、
祭
典
の
行
列
の
威
厳
を
高

め
る
威
儀
具
と
し
て

三
、
社
殿
に
奉
安
し
、
後
日
宝

物
と
し
て
宝
蔵
に
納
め
る

四
、
諏
訪
の
神
の
依
代
と
し
て

境
内
の
御
神
木
に
打
つ

五
、
国
境
・
村
境
や
山
林
の
争

い
に
境
木
に
打
つ

六
、
神
聖
な
場
所
で
あ
る
こ
と

を
示
す
神
域
に
祀
る

七
、
風
雨
鎮
護
（
災
害
避
け
）

の
祭
に

八
、
願
懸
の
御
礼
と
し
て
奉
納

　

異
例
は
、
佐
久
市
の
新
海
三

社
神
社
の
御
射
山
祭
り
で
は
、

宮
司
が
拘
い
て
い
る
御
神
体
は
、

四
〇
㎝
か
ら
五
〇
㎝
の
薙
鎌
三

枚
を
重
ね
、
薄
い
ピ
ン
ク
の
十

二
単
を
纏
っ
て
お
り
、
ご
神
体

は
女
神
で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て

い
る
。

　

御
神
体
の
薙
鎌
三
枚
を
重
ね

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
皇
位
の

三
つ
の
宝
物
三
種
の
神
器
を
は

じ
め
、
投
鎌
三
口
・
風
切
鎌
三

枚
・
鉄
鐸
三
組
・
薙
鎌
三
挺
・

口
・
な
ど
の
表
現
が
あ
り
、
神

宝
と
の
か
か
わ
り
が
う
か
が
え

る
。

　

日
向
神
社
で
は
、
本
殿
に
奉

安
後
宝
蔵
に
納
め
て
い
る
。

［
寄
稿
］信
濃
史
学
会
会
員

飯
森　

忠
幸

（
そ
の
十
九
）

　
薙
鎌
の
形
に
つ
い
て

　

諏
訪
大
社
が
頒
布
し
て
い
る

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
「
…
雨
や

風
・
水
の
守
り
神
と
し
て
竜
神

の
信
仰
も
古
く
…
」
と
あ
る
。

　

竜
が
男
神
で
水
を
司
り
、
鳳

凰
が
女
神
で
風
を
司
る
と
い
う

説
が
あ
る
。

　

古
来
中
国
の
麒
麟
・
亀
と
も

に
神
霊
視
さ
れ
る
想
像
上
の
動

物
四
端
の
ひ
と
つ
。

　

竜
は
雲
を
起
こ
し
て
雨
を
呼

ぶ
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
鳳

凰
や
竜
を
薙
鎌
と
し
て
鍛
冶
屋

で
作
る
の
に
は
、
技
術
と
時
間

と
経
費
が
か
か
る
。

　

諏
訪
大
社
で
授
与
し
て
い
る

現
在
の
薙
鎌
は
、
鳥
型
で
あ
る

が
、
威
儀
の
た
め
、
下
か
ら
見

上
げ
さ
せ
よ
う
と
し
て
、
こ
の

よ
う
な
形
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
い
う
。

　

各
地
の
神
社
（
分
社
）
に
伝

わ
る
近
世
以
前
の
古
い
薙
鎌
は
、

所
在
地
の
鍛
冶
屋
な
ど
で
作
ら

れ
た
も
の
で
あ
り
、
形
と
大
き

麻
績
の
神
社
と	

	
薙
鎌
信
仰
に
つ
い
て

▲明治17年 5月15日　諏訪大社より薙鎌が
　付与された市野川神社の奥社

▲矢倉諏訪神社の薙鎌
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～
追
悼 

東
野
圭
吾
さ
ん
～

　

現
代
日
本
最
高
の
ミ
ス
テ
リ

ー
作
家
の
ひ
と
り
東
野
圭
吾
さ

ん
が
、
七
月
に
亡
く
な
ら
れ
ま

し
た
。

　

麻
績
村
で
も
大
変
人
気
が
高

く
、
シ
リ
ー
ズ
の
続
き
を
楽
し

み
に
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
小

説
家
で
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
素
晴
ら
し
い
作

品
を
届
け
て
く
れ
た
、
東
野
さ

ん
に
感
謝
と
敬
意
を
こ
め
て
、

追
悼
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
ま
し
た
。

八
月
い
っ
ぱ
い
の
展
示
で
し
た

が
、
作
品
は
い
つ
で
も
お
借
り

い
た
だ
け
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
未
読
だ
っ
た
方
も
、

シ
リ
ー
ズ
を
追
い
か
け
て
き
た

方
も
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
読
ん

で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　

八
月
に
刊
行
さ
れ
た
ガ
リ
レ

オ
シ
リ
ー
ズ
最
新
刊
も
ご
用
意

し
て
お
り
ま
す
。

「
永
遠
の
記
憶
」

の
紹
介
を
見
て
、
今
ま
で
知
ら

な
か
っ
た
本
や
新
し
い
お
気
に

入
り
の
一
冊
に
出
会
え
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
図
書
館
に
お
越

し
の
際
は
掲
示
板
を
の
ぞ
い
て

み
て
く
だ
さ
い
。

《
紹
介
さ
れ
た
本
の
一
部
》

「
火
の
な
い
と
こ
ろ
に
煙
は
」

芦
沢
央 

著 

新
潮
社

「
コ
ズ
ミ
ッ
ク
・
ガ
ー
ル 

宙
わ

た
る
教
室
」

伊
与
原
新 

著 

文
藝
春
秋

「
熟
柿
」

佐
藤
正
午 

著 K
A

D
O

K
A

W
A

「
か
が
み
の
孤
城
」

辻
村
深
月　

著 

ポ
プ
ラ
社

▲映像化作品も多数あります

▲イラスト付きで紹介

▲詳しく知りたい人は図鑑がいいよ

▲どの本にしようかな〜

文藝春秋

来館者数	 342人
貸出冊数	 735冊
ご来館ありがとう
ございます。

前月の図書館

　
麻
績
小
学
校
図
書
館
便
り

　
選
書
会
、
開
催
！

　

最
近
出
版
さ
れ
た
話
題
の
本

を
紹
介
し
て
も
ら
い
、
自
分
で

本
を
選
ぶ
こ
と
が
で
き
る
！
と

昨
年
度
も
好
評
だ
っ
た
お
話

会
・
選
書
会
を
、
今
年
度
も
行

い
ま
し
た
。

　

講
師
は
「
ち
い
さ
い
お
う
ち

書
店
」
の
越
高
一
夫
さ
ん
。

　

三
・
四
年
生
に
は
、「
あ
て

っ
こ
ど
う
ぶ
つ
ず
か
ん　

だ

れ
」「
ね
こ
の
は
な
び
や
」「
み

る
な
の
く
ら
」
を
、
五
・
六
年

生
に
は
「
虫
の
う
ら
が
わ
図

鑑
」「
夏
が
来
た
」
を
紹
介
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ク
イ
ズ
形
式
で
、
楽
し
み
な

が
ら
動
物
の
生
態
や
年
中
行
事

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
～
つ
な
が
る 

お
み
ご
と
～

　

利
用
者
の
皆
さ
ん
が
お
す
す

め
の
本
を
紹
介
し
合
う
掲
示
板

コ
ー
ナ
ー
が
で
き
ま
し
た
。

　

第
一
回
目
の
テ
ー
マ
は
、

【
こ
の
夏
い
ち
ば
ん
お
も
し
ろ

か
っ
た
本
】
で
す
。「
こ
の
本

す
ご
く
感
動
し
た
」「
誰
か
に

読
ん
で
欲
し
い
」
そ
ん
な
と
っ

て
お
き
の
一
冊
の
、
本
の
タ
イ

ト
ル
や
お
す
す
め
の
ポ
イ
ン
ト

を
付
箋
に
書
い
て
、
ぜ
ひ
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
本

　

ま
た
、
高
学
年
の
歴
史
好
き

な
子
に
向
け
て
「
白
狐
魔
記　

源
平
の
風
」
を
紹
介
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　

人
間
の
生
き
ざ
ま
に
興
味
を

示
し
た
一
匹
の
狐
が
仙
人
の
元

で
修
行
を
し
、
人
間
に
化
け
る

こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
狐
が
、
源
平
の
戦
い
に
巻

き
込
ま
れ
…
と
、
ハ
ラ
ハ
ラ
ド

キ
ド
キ
の
歴
史
大
河
フ
ァ
ン
タ

ジ
ー
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
読
ん
で
み
て
く
だ
さ

い
。

　

そ
の
後
行
っ
た
選
書
会
で
は
、

一
人
一
冊
ず
つ
図
書
館
に
入
れ

て
欲
し
い
本
を
選
び
ま
し
た
。

　

図
書
館
職
員
が
館
内
に
あ
る

本
か
調
べ
て
検
討
し
購
入
し
た

本
は
、
随
時
並
べ
て
い
き
ま
す
。

　

お
楽
し
み
に
！
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▲ＰＴＡから標語の表彰

▲楽しみながらの演奏

▲正しい姿勢とは

は
違
う
会
場
で
演
奏
し
た
た
め
、

テ
ン
ポ
が
ズ
レ
て
し
ま
っ
た
り
、

音
を
外
し
て
し
ま
っ
た
り
す
る

場
面
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
れ
で

も
、
最
後
ま
で
諦
め
ず
に
演
奏

し
ま
し
た
、
自
分
自
身
も
音
楽

を
楽
し
み
な
が
ら
演
奏
す
る
こ

と
が
で
き
た
の
で
、
と
て
も
良

か
っ
た
で
す
。

　
職
場
体
験二

年
　
伊
藤
　
愛
莉

　

私
は
七
月
二
十
三
日
、
二
十

四
日
に
ユ
ニ
ク
ロ
あ
づ
み
の
穂

高
店
で
職
場
体
験
を
し
ま
し
た
。

　

最
初
は
と
て
も
不
安
で
し
た

が
、
店
長
さ
ん
や
従
業
員
さ
ん

に
仕
事
の
や
り
方
を
教
え
て
い

た
だ
き
、
体
験
を
し
て
い
く
う

の
カ
ラ
ダ
を
創
る
！
」
生
活
習

慣
姿
勢
ス
タ
イ
リ
ス
ト
の
阪
上

晃
子
氏
を
お
招
き
し
、
親
子
で

正
し
い
姿
勢
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。

保
護
者
の
皆
様
か
ら
の
感
想

（
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
）

●●
姿
勢
を
整
え
る
こ
と
で
、
い

い
こ
と
が
た
く
さ
ん
起
こ
る

な
ん
て
素
敵
だ
な
と
思
い
ま

し
た
！
何
が
い
い
姿
勢
な
の

か
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
講

演
会
の
中
で
繰
り
返
し
体
験

で
き
た
こ
と
で
、
し
っ
か
り

と
イ
ン
プ
ッ
ト
で
き
た
の
で
、

こ
れ
か
ら
の
日
々
に
続
け
て

い
き
た
い
で
す
！

●●
姿
勢
と
い
っ
て
も
、
奥
が
深

く
、
知
れ
ば
知
る
ほ
ど
、
な

る
ほ
ど
！
と
な
り
ま
し
た
。

な
か
な
か
新
し
い
ス
キ
ル
を

学
ぶ
場
や
新
し
い
考
え
方
を

受
け
取
り
に
く
い
方
も
い
る

時
代
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な

場
が
あ
る
か
ら
こ
そ
学
べ
る

こ
と
が
あ
り
、
知
る
こ
と
が

で
き
て
良
か
っ
た
な
ぁ
～
、

ラ
ッ
キ
ー
だ
な
ぁ
～
と
感
じ

て
い
ま
す
♪
座
学
も
良
い
で

す
が
、
親
子
で
一
緒
に
学
べ

る
体
験
型
も
良
い
な
と
思
い

ま
し
た
。
楽
し
い
時
間
を
あ

麻
績
小
学
校

　

麻
績
小
学
校
で
は
、
七
月
四

日
、
土
曜
参
観
日
に
あ
わ
せ
て

「
学
校
保
健
委
員
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

学
習
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
保
護
者
の
皆
様
に
ご
参

加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
日
の

様
子
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。 

「
メ
デ
ィ
ア
見
直
し
週
間
標
語

表
彰
式
」
…
今
回
、
麻
績
小
学

校
児
童
会
「
健
康
委
員
会
」
で

は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
の
コ
ラ
ボ
企
画

に
よ
り
、
親
子
で
一
緒
に
メ
デ

ィ
ア
に
つ
い
て
の
標
語
を
作
成

し
、
メ
デ
ィ
ア
見
直
し
週
間
を

実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
標
語
の

表
彰
式
を
土
曜
参
観
日
に
合
わ

せ
て
実
施
し
親
子
で
楽
し
み
ま

し
た
。

最
優
秀
賞
「
マ
イ
ル
ー
ル　

ス

マ
ホ
を
入
れ
ぬ　

マ
イ
ル
ー

ル
」

健
康
委
員
会
賞
「
寝
る
と
き
は

メ
デ
ィ
ア
は
見
ず
に
夢
み
よ

う
」
ほ
か
五
フ
レ
ー
ズ

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
賞
「
ゲ
ー
ム
を
や
め

て　

か
ぞ
く
で
た
の
し
く　

そ

と
で
あ
そ
ぼ
う
」
ほ
か
十
一
フ

レ
ー
ズ

宮
川
和
司
さ
ん
賞
（
メ
デ
ィ
ア

見
直
し
週
間
で
の
講
師
）「
の

う
み
そ
が　

バ
ク
ハ
ツ
し
ち
ゃ

う　

き
を
つ
け
よ
う
」

　

講
演
会
「
自
分
史
上
、
最
高

元
気
通
信
!!
　
今
月
の
小
・
中
学
校

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
♪

●●
姿
勢
に
つ
い
て
子
ど
も
に
対

し
て
の
声
掛
け
の
仕
方
を
変

え
て
み
よ
う
と
思
え
る
よ
い

き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

筑
北
中
学
校

　
長
野
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル

　
中
信
地
区
大
会

二
年
　
菊
池
　
結
菜

　

私
た
ち
筑
北
中
学
校
吹
奏
楽

部
は
、
七
月
二
十
日
に
お
こ
な

わ
れ
た
長
野
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク

ー
ル
中
信
地
区
大
会
Ａ
部
門
に
、

聖
南
中
学
校
、
生
坂
中
学
校
と

の
三
校
合
同
で
出
場
し
ま
し
た
。

　

私
は
去
年
、
初
め
て
の
コ
ン

ク
ー
ル
に
出
場
し
ま
し
た
。
そ

の
時
は
、
ま
だ
自
分
の
楽
器
に

あ
ま
り
慣
れ
て
お
ら
ず
、
と
て

も
緊
張
し
て
い
た
こ
と
を
覚
え

て
い
ま
す
。
し
か
し
今
年
は
、

去
年
よ
り
も
技
術
が
向
上
し
た

と
感
じ
て
い
た
の
で
、
自
信
を

持
っ
て
本
番
に
臨
む
こ
と
が
で

き
、
と
て
も
ワ
ク
ワ
ク
し
て
い

ま
し
た
。

　

コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
自
分
の

自
信
や
こ
れ
ま
で
積
み
重
ね
て

き
た
努
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
普
段
と
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第
四
回
お
み
っ
こ
ミ
ュ
ー

　
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

四
回
目
と
な
り
ま
す
麻
績
保

育
園
、
麻
績
小
学
校
、
筑
北
中

学
校
の
合
同
音
楽
会
、「
お
み

っ
こ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ

ィ
バ
ル
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

麻
績
村
の
子
ど
も
た
ち
が
一

堂
に
会
し
、
音
楽
に
親
し
む
一

日
と
な
り
ま
す
。
子
ど
も
た
ち

の
音
楽
学
習
の
成
果
を
ぜ
ひ
ご

鑑
賞
く
だ
さ
い
。

日　

時

　

十
月
十
六
日
（
金
）

　

開
場
：
八
時
三
十
分

　

開
演
：
九
時

　

終
了
：
十
一
時
四
十
分
予
定

場　

所

　

麻
績
小
学
校　

体
育
館

　

地
域
の
皆
様
も
こ
の
機
会
に

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。
詳
細
な

ど
に
つ
い
て
、
ご
不
明
な
点
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
各
校
・
園

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
分
館·

団
体
別
リ
レ
ー

　
参
加
チ
ー
ム
募
集

　

村
民
運
動
会
を
十
月
十
八
日

（
日
）
に
村
総
合
運
動
場
で
開

催
し
ま
す
。

　

分
館
・
団
体
別
リ
レ
ー
に
出

場
し
て
い
た
だ
け
る
出
場
チ
ー

ム
を
募
集
し
ま
す
。
障
害
物
競

走
を
し
な
が
ら
、
ユ
ニ
ー
ク
な

服
装
で
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
け

る
方
々
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

麻
績
村
に
お
住
ま
い
、
ま
た

は
勤
務
さ
れ
て
い
る
方
で
五
人

一
組
の
チ
ー
ム
を
編
成
し
て
、

九
月
二
十
八
日
（
月
）
ま
で
に

公
民
館
（
☎
六
七-

二
二
四

〇
）
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
ご
冥
福
を
祈
る

吉
野　
　

仰　

80
歳　

野　

口

飯
森
美
惠
子　

96
歳　

丸　

山

丸
山　

克
明　

87
歳　

丸　

山

江
森　

冨
衛　

100
歳　

下　

田

滝
澤　

清
志　

58
歳　
叶
里
高
畑

加
瀬　

雪
子　

59
歳　

天　

王

倉
科
由
美
子　

52
歳　

天　

王 ▲ハンマーで「叩き染め」

　
特
設
行
政
相
談
所
の
開
設

「
特
設
行
政
相
談
所
」
を
次
の

時
間
と
場
所
で
開
設
い
た
し
ま

す
。

日　

時

　

九
月
十
三
日
（
日
）

　

午
前
十
時
か
ら
正
午
ま
で

場　

所

　

村
役
場
二
階　

会
議
室

「
行
政
相
談
は
国
や
地
方
公
共

団
体
の
仕
事
や
サ
ー
ビ
ス
に
関

す
る
意
見
や
要
望
、
苦
情
を
受

け
付
け
、
解
決
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
仕
組
み
で
、
麻
績
村
で
は
不

定
期
で
相
談
所
を
開
設
し
て
い

ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固

く
守
ら
れ
ま
す
。
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

村
役
場
総
務
課

　

行
政
相
談
事
務
局

　
　

（
☎
六
七-

四
八
五
〇
）

　
お
み
っ
こ
キ
ャ
ン
プ

　

お
み
っ
こ
元
気
く
ら
ぶ
の
麻

績
キ
ャ
ン
プ
二
〇
二
六
を
八
月

七
日
か
ら
八
日
ま
で
、
聖
高
原

キ
ャ
ン
プ
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
麻
績
小
児
童
に
加

え
、
筑
北
中
学
校
生
徒
も
合
わ

せ
て
三
十
人
が
参
加
し
、
信
州

大
学
教
育
学
部
の
Ｙ
Ｏ
Ｕ
遊
未

来
（
チ
ャ
ン
ス
）
の
皆
さ
ん
と

「
叩
き
染
め
」
や
夕
食
作
り
な

ど
を
一
緒
に
行
い
、
楽
し
く
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。

ち
に
、
そ
の
不
安
も
少
し
ず
つ

な
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

職
場
体
験
で
は
、
普
段
は
入

る
こ
と
の
で
き
な
い
バ
ッ
ク
ヤ

ー
ド
で
の
仕
事
や
、
売
り
場
で

の
品
出
し
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

業
務
を
体
験
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
分
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
っ

た
時
は
、
そ
の
ま
ま
に
せ
ず
積

極
的
に
質
問
す
る
こ
と
を
心
が

け
て
行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
体
験
を
通
し
て
、
仕

事
を
す
る
上
で
大
切
な
こ
と
や

働
く
こ
と
の
や
り
が
い
な
ど
を

学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
と

て
も
良
い
経
験
に
な
っ
た
の
で
、

職
場
体
験
で
学
ん
だ
こ
と
を
こ

れ
か
ら
の
学
校
生
活
や
日
常
生

活
に
も
活
か
し
て
い
き
た
い
で

す
。

▲ユニクロあづみの穂高店にて

▲昨年度の様子


